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第２学年２組 生活科学習指導案

「なつやさいをそだてよう」１．単 元

２．指導観
【こんな子どもだから】

○ １年生の時に，あさがお ○ 自分の活動の様子や自分 ○ 活動を振り返って活動を
を一人一鉢で育て，花を咲 の気付きを絵や文で表現す 通しての発見に気付くこと
かせる喜びを味わっている ることができる。 はできつつあるが，自分の。

○ 家庭での学習教材などを ○ 自分の気付きを友達に分 成長について気付くことは
使って，ミニトマトなどの かってもらえるように表現 まだ十分ではない。
野菜を育てている子が数名 することは，まだ十分では ○ 自分の気付きと友達の気
いるが，ほとんどの子は， ない。 付きを関係づけて考え，事
野菜を育てた経験がなく， 象を総合的に見ることは，
花が咲いて実がなる様子な まだできていない。
ど野菜がどのように生長す
るかを知らない子が多い。

【本単元における具体的な支援】

こんな単元に こんな手立てを 人とかかわる力

○ 自分の育てたい ○ 家族と相談しながら，（であう・みとおす）
野菜を自分なりの ○ 野菜の苗を学校で一括購入するのではな 自分が育てたい野菜を決
こだわりをもって く，自分の植えたい野菜を自分で決め，自 めたり，自分なりのこだ
決め，その苗を自 分で苗を探して購入することで，自分の育 わりをもったりして，苗
分で準備すること てる苗にこだわりをもち，大きく元気に育 を決めたり，購入したり
で「自分の野菜」 てたいという願いをもって継続的に世話を することができる。
に対するこだわり することができるようにする。 ○ 自分が育てたい野菜に
をもち，継続的に ついて植木鉢に植えるの（ふかめる）
かかわることがで ○ 同じ野菜を選んだ友達同士で，苗の植え に適しているか，またど
きるようにする。 方や育て方の情報を交換したり，一緒に苗 のように育てるのかなど

○ 活動を通して， を植えたり育てたりしながら，その生長を を家族や店の人に相談し
その変化や生長の 喜びあい交流する中で，野菜の生長や生態 たりすることができる。
様子に関心をも に関する気付きを深めたり，広げたりする ○ 自分が見つけたことや
ち，野菜の種類に ことができるようにする。 気付いたことを，友達に
よって，違いがあ ○ お互いの気付を交流することで違う種類 分かるように表現するこ
ることに気付いた の野菜の類似点や差異点に気付くことがで とができる。
り，植物の生態に きるようにする。 ○ 自分や友達が「自分の
ついて気付いたり ○ 子どもの気付きを共感・賞賛・驚きをも 野菜」に責任をもってか
することができる って子ども達に返し，それぞれの気付きを かわっていることに気付
ようにする。 価値付けることで，子どもが自分や友達の いたり，お互いのよさに

○ 自分の成長や友 気付きのよさに気付くことができるように 気付いたりすることがで
達のよさに気付く する。 きる。
とともに，今後も ○ 継続的に野菜にかかわ（ひろげる）
植物を育てること ○ 保護者に子どもの気付きや活動のよさを ることを通して自分の成
で生活を豊かにし 伝えることで，子どもの頑張りや成長を認 長や友達の成長に気付く
ようとする意欲を めてもらえるようにする。 ことができる。
もつことができる ○ 自分や友達が「自分の野菜」に責任をも
ようにする。 ってかかわっていることに気付いたり，お

互いのよさに気付いたりするとともに，こ
れからもいろいろな植物を育てていくこと
で，生活を豊かにしていこうという意欲を
もつことができるようにする。

【こんな子どもに】

○ 「自分の野菜」にこだわ ○ ○ 野菜の種類による生長の様活動を通して見つけたこ
りをもち，大きく元気に育 子の違いに気付き，植物に親とや，気付いたことを自分
てたいという願いをもって しみをもつことができるとと， なりの方法で 表現したり， ，
継続的に世話をすることが もに，自分の成長や友達のよ友達に分かるように表現し
できる。 さに気付くことができる。たりすることができる。
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３．指導計画（全１５時間）

学習活動と内容 教師の支援 評価

○ 自分の持っている植 ○ 自分が育て
で 野菜をうえよう。 木鉢で野菜を育てるこ たい野菜を決
あ とを知らせる。 め，自分なり
う ○ 今まで野菜を育てた経験がある子の話を のこだわりを
・ 聞いたり，店や近くの畑などで見た野菜の もって，苗を
み 苗や種についての話をしたりする。 ○ 今週のニュース（国 決めたり購入
と 語）の学習をもとに野 したりするこ
お わたしは，家でミニ ぼくのおじいちゃ 菜を育てている子の話 とができる。
す トマトを育てている んは，野菜をいっぱ を聞きながら，自分が 【発言・記録分

よ この前種をまいて い育てているよ。い 育てたことのある野菜 析】。 ，
４ 昨日ちっちゃな芽がで つも家にたくさん野 のことや，最近店や畑
時 てきたよ。 菜を持ってきてくれ で見かけたことのある
間 るよ。 野菜について想起でき

るようにする。
○ 自分が育ててみたい野菜を考える。

○ 野菜には，育つ季節
この前，お店にキュ わたしは，イチゴ があることを知らせ，

ウリの苗が売っている が好きだからイチゴ いろいろな野菜の育つ
のを見たよ。キュウリ を育てたいけど，イ 季節について考えるこ
を育ててみたいな。 チゴの苗って売って とができるようにする

いるのかな。
○ 店の人や家

○ お店に行って自分が育てたい野菜の苗を ○ お便りで，子どもが 族に夏に実が
購入する。 自分の育てたい野菜の なる野菜や植

苗を店頭で自分で選ん 木鉢に植える
ぼくは，ナスにした わたしは，ほんと で帰るように保護者に のに適した野

よ。実がなったらお母 はキュウリにしたか お願いをする。 菜について聞
さんに料理してもらう ったけどお店の人が いたり，本や
んだ。この苗は，売っ 植木鉢じゃ無理って ○ なぜその野菜を育て 図鑑で調べた
ている中で一番くきが 言ったからお父さん ようと思ったのか，な りすることが
太かったんだよ。 の好きなエダマメに ぜその苗を選んだのか できる。

したよ。 など自分なりのこだわ 【行動・記録・
りを表出できるように 発言分析】

○ 自分が選んだ苗への想いを出し合ったり する。
お互いの苗を見たり，触ったりする。 ○ 自分の選んだ苗や友

達の苗を見たり，触っ
へーえ。トマトの苗 ナスのはっぱの線 たりする時間を確保す

ってトマトのにおいが って紫色だね。ナス る。(
本 するんだね。 の色と同じだね。

時 ○ 野菜の苗を植える。 ○ 事前に店の人や家の
① 人に植え方を聞いてき

ポットから苗を出す ポットの土はつけ た子の話をもとに植え

）

ときは，くきや根が傷 たままで植えるって る活動をする。
つかないようにそっと お店の人が教えてく
出さなきゃいけないっ れたよ。
ておじいちゃんが言っ
てたよ。

○ 子どもたちが意欲を ○ 自分が見つ
ふ 野菜をそだてよう。 もって継続的に栽培活 けたことや気
か 動に取り組めるよう水 付いたこと
め ○ 毎日の継続観察の中で，気付いたことや やりや観察の時間を確 を，友達に分
る 初めて知ったことなどを朝の会や帰りの会 保したり，生育の様子 かるように表

の中で発表したり，カードにかいて掲示し を友達に知らせるカー 現することが
８ たりする。 ドを準備したり，困っ できる。
時 たことや分からないこ 【発言・記録分
間 ぼくのトマトは，も エダマメの葉っぱ とがあったときは，友 析】

うぼくの腰ぐらいまで が初めはつるっとし 達同士で相談したり，
大きくなりました。葉 てたのにだんだん毛 資料を調べたりできる
っぱもたくさんになり が生えてきてちくち ような時間や場を確保
ました。 くになったよ。 していく。 ○ それぞれの

○ 図鑑や資料を準備し 野菜の特徴や
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○ 自分が気付いたことを，出し合い交流す 子どもたちが知りたい 類似点や差異
る。 ことや調べたいことを 点に気付くこ

自分で調べることがで とができる。
きのうナスにつぼみ わたしのオクラに きるようにしておく。 【発言・記録分

ができました。何色の も花が咲きそうです ○ 子どもの気付きを広 析】。
花がさくのかな。とて お母さんがオクラの げ深めるために，他の
も楽しみです。 花は大きな黄色の花 種類の野菜と比較でき ○ 自分の育て

って言ってたので早 るような，また，葉や ている野菜の
く見たいです。 茎，実の形状などにつ 育て方を図鑑

いて深く観察したりす や本で調べた
るような視点に立った り，野菜につ

トマトは，葉っぱが オクラやトマトの 活動のめあてを時々教 いて詳しい人
おもしろい形で少しず 花は，黄色だけどピ 師側から与えるように に聞いたりす
つに分かれてるけど， ーマンは白で，ナス する。 ることができ
ナスは葉っぱがつなが は紫だよ。野菜の種 ○ 子どもの気付きを交 る。
っているよ。 類によって花の色も 流する場を設定する。 【行動・記録・

違うんだね。 その際，お互いの気付 発言分析】
きの共通点や差異点が
はっきりするようにま

トマトは，実の下の 実は花の後にでき とめることで，子ども
方から赤くなるよ。不 るって初めて知った の気付きが深まったり
思議だね。 よ。 広がったりするように

する。

ひ ○ 学級通信などを使っ ○ 自分や友達
ろ 野菜を収穫しよう。 て，保護者に子どもの が「自分の
げ 気付きや活動のよさを 野菜」に責任
る ○ できた実を収穫する。 伝えることで，子ども をもってかか

の頑張りや成長を認め わっているこ
３ ミニトマトの実が６ ナスが１本できま てもらえるようにする とに気付いた。
時 個赤くなりました。今 した。実の上のとこ り，お互いの
間 日お母さんにサラダに ろにとげみたいのが よさに気付い

入れてもらいます。 あってちくちくして たりすること
います。 ができる。

【発言・記録分
析】

昨日，エダマメを茹 オクラの実を持っ
でて食べました。お父 て帰ったらお母さん
さんが「今まで食べた が「新鮮野菜だね 」。
エダマメの中で一番お って言って，おみそ

。いしいって言ってくれ 汁に入れてくれたよ
。ました。 とてもおいしかった

○ 友達とお互いの気付きについて交流し， ○ 国語の単元「生きも ○ 自分が見つ（
本 それぞれの育てている野菜の特徴について のかんさつカード」で けたことや気

まとめる。 まとめたことをもとに 付いたこと
時 発表するようにする。 を，友達に分
② トマトの葉っぱは， ナスは，花が紫で かるように表

ギザギザで，毛は葉の 葉の裏の模様が太い ○ お互いの気付きの共 現することが）
両面にも茎にも生えて です。花が咲いた後 通点や差異点がはっき できる。
います。わき芽を取っ に実ができます。茎 りするようにまとめる 【発言・記録分
たらトマトのにおいが も紫なんだよ。実の ことで，子どもの気付 析】
するよ。 上にとげがあるよ。 きが深まったり広がっ ○ それぞれの

たりするようにする。 野菜の特徴や
類似点や差異

野菜は，花が咲いた トウモロコシとキ 点に気付くこ
後に実ができるんだ ュウリにはオバナと とができる。
ね。 メバナがあるね。 ○ 栽培活動を振り返り 【発言・記録分，

自分や友達が「自分の 析】
野菜」に責任をもって ○ 継続的に野

○ 自分の活動を振り返る。 かかわってきたことに 菜にかかわっ
気付くようにすること てきた自分の

自分の野菜の世話がしっかりできて，おい で自分の成長やお互い 活動を振り返
しい野菜を食べることができたよ。野菜のこ のよさに気付くことが り，自分の成
ともたくさん知ったよ。今度は，また違う野 できるようにする。ま 長に気付くこ
菜を育ててみたいな。 た，これからもいろい とができる。

ろな植物を育てていく 【発言・記録分
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ことで，生活を豊かに 析】
していこうという意欲
をもつことができるよ
うにする。

４．本 時① 平成１６年５月１２日（水）第５校時 於 ２年２組教室・裏庭

５．本時の目標
○ 自分なりのこだわりをもって選んだ野菜の苗について，なぜその野菜を選んだのかやなぜそ
の苗を選んだのかを友達に分かるように表現することができる。

○ 友だちの苗への想いを聞いて，自分の想いや願いや気付きとの類似点や差異点に気付くとと
もに，友だちの想いや気付きのよさに気付くことができる。

○ 自分の苗を大切に扱い，適切に植えることができる。
○ 自分なりに野菜の生長への見通しをもち，これから継続的に世話をしていこうという意欲を
もつことができる。

６．本時指導の考え方
前時までに子どもたちは，自分や家族の好きな野菜や育ててみたい野菜について考え，何を育て

るかを決めるために，家族に相談したり，園芸店や種苗店で探したり，本や図鑑で調べたりしてき
た。そして 「植木鉢でも育ち，今の時期に適した野菜」という条件を満たす野菜を決め，準備し，
ている。その際，子どもたちは，直接自分で苗を確かめ 「一番元気そうな苗だから 「一番茎が， 。」
太い苗だから 」など自分なりのこだわりをもって選んできている。。

そこで 本時の表現活動では 自分なりの苗へのこだわり なぜその野菜を選んだのか や な， ， （「 。」 「
ぜその苗を選んだのか ）について，発表し，自分の苗への想いを再認識できるようにするととも。」
に，友達の発表を聞きながら，お互いの想いのよさや大切さに気付くとともに，誰もが自分なりの
こだわりをもって苗を選び，大切に育てようとしていることに気付くようにしたい。
その上で，お互いに協力しながら，苗を植え，これから継続的にお世話をしていこうという意欲

をもつことができるようにしたい。

７．準 備
【子ども】 自分の選んだ苗

自分の想いを発表するためのプリント

８．本時の展開

学習活動と内容 教師の支援 ※評価

１．本時のめあてを確認する。 ○ 自分がなぜその野菜を選んだ
のか，また，なぜその苗を選ん

めあて だのかという自分の苗に対する
じぶんのそだてるなえのことをともだちにしょうかい こだわりを発表するためのプリ

しょう。 ントを準備しておく。

２．自分の書いたカードをもとに発表する。
○ 発表の内容は，自分の苗に対

僕は，トマトが好きなのでトマトを選 するこだわりだけではなく，苗
びました。お店に行ったら，トマトの種 を買いに行ったときに気付いた
類がいろいろあったので，びっくりしま ことや自分の苗を見て気付いた
した。 ことなども発表してよいことを

知らせる。

私はキュウリにしたかったけどお店 ○ 自分の発表と似ているところ
になかったので，オクラにしました。 や違うところを考えながら，聞
オクラもおいしいいから好きです。こ くようにする。
のオクラは，お店で売っている中で，
一番葉っぱが多くて元気そうだったの ※ 自分が見たことや聞いたこと
でこれにしました。 気付いたことをもとに自分の考

えを発表することができる。
【 】発言・記録分析

ぼくは，お父さんが大好きなエダマメに
しました。エダマメには，葉っぱやくきに ○ 友だちの発表を聞いてそれぞ
毛が生えています。どんなふうにマメがで
きるのか楽しみです。 れの気付きのよさに気付いた子

の意見を出すようにし，気付き
を広げる。
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３．苗を植える。
※ 友達の発表を聞いて，自分の

・家の人やお店の人に植え方など聞いてきたことがあれ 気付きと似ているところや違っ
お互いに教えあいながら協力して植える。 ているところに気付き，自分や

４．学習を振り返る。 友だちの気付きのよさに気付く
ことができる。

【 】僕は，山木君のおじいちゃんの土をもらっ 発言・記録分析
てミニトマトを植えました。この土は，ミニ
トマトがよく育つ土だそうです。たくさん実 ○ それぞれの鉢には，事前に子
がなるかな？楽しみです。 どもと一緒に土の準備をしてお

く。

わたしは，今日ナスを植えました。 ○ ポットから取り出すときに，
明日から毎日お水をあげたいと思い 苗をいためないように気を付け
ます。しっかりお世話をします。 るようにする。

※ 学習を振り返り，これから継
続的にお世話をしようという意
欲をもつことができる。

【 】発言分析

４．本 時② 平成１６年７月１４日（水）第５校時 於 ２年２組教室

５．本時の目標
， 。○ 自分の育てている野菜について気付いたことを 友達に分かるように表現することができる

○ 友達の野菜に関して気付いたことを聞いて，それぞれの野菜の類似点や差異点に気付くこと
ができる。

○ 友達の気付きを聞いて，細かいところまでよく見ていることや，着眼点のよさなど，気付き
のよさに気付くことができる。

６．本時指導の考え方
何を育てるのかを自分で考え，自分で購入してきた野菜の苗を５月１２日に植えてから，子ども

たちは，大きな実がなるように，おいしい実がなるようにと，水やり，追肥，支柱立てなどの世話
を続けてきた。そのような継続的なかかわりの中で，子どもたちは，野菜にも花が咲くことや花の
後に実がなること，葉の形や葉脈の形が１枚１枚違うことなど，様々なことに気付いている。そし
て，この気付きを生かし，国語の学習の「生きものかんさつカード」の単元では，自分の野菜につ
いて，花・実・葉・茎などの項目を立てて，今までの気付きをまとめている。
そこで本時は，それぞれの気付きを出し合って交流し，それぞれの野菜の特徴をまとめるととも
， ， 。に それぞれの野菜の類似点や差異点について整理し ２の２なりの野菜に関する文化を創りたい

そのために，子どもの発表したことを表にまとめて板書し，それぞれの野菜の特徴や違いが明確に
なるように支援する。
さらに，子どもによっては，自分の野菜にかかわる中で，様々なことに気付いているのにその気

付きを自覚できないでいる子もいる。そういった子にとって友達の気付きを聞くことは 「あっ，，
それはぼくのトマトもそうなっている 「本当だ。私のキュウリにも同じものがある 」など自分。」 。
の気付きを自覚する場になると考える。また，自分の野菜のいつも同じようなところを見て，なか

， ，なか他の部分への気付きが広がらない子にとっては 友達の多岐に渡る気付きを聞くことによって
「今度は私も他の部分を見てみよう 」と視野を広げるきっかけになると考える。夏休みを控え，。
子どもたちは，植木鉢を家庭に持ち帰り，世話を続けることになっている。本時の気付きの交流の
中で得るであろう見方や考え方の広がりや深まりが，今後の継続的なかかわりの中での気付きの深
まりや広がりにつながるように支援したい。

７．準 備
【子ども】 生きものかんさつカードでまとめたもの，今までの活動で書いたカード

それぞれの野菜の鉢（各種１鉢）
【教 師】 子どもの気付きを板書するための表

８．本時の展開

学習活動と内容 教師の支援 ※評価

１．本時のめあてを確認する。 ○ 国語の単元「生きものかんさ
つカード」の時間にまとめたも

めあて のを各自準備するようにする。
自分がそだてているやさいについて，気づいたことを

友だちに知らせよう。 ○ それぞれの野菜の特徴や類似
点・差異点を分かりやすくする
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ために表を準備し，子どもの発
２．自分の書いたカードをもとに発表する。 表をまとめて板書できるように

する。
トマトは，葉っぱがギザギザでわき芽

をとるとトマトのにおいがします。毛は ○ 自分の気付いたことと同じと
，葉の表にも裏にも生えています。花は黄 ころや違うところを考えながら

色です。実は全部同じ方向にできます。 聞くようにする。

※ 自分が見たことや気付いたこ
キュウリには，オバナとメバナがあ とについて友達に分かるように

って，メバナにしか実はなりません。 発表することができる。
【 】花は黄色で葉っぱはザラザラしていま 発言・記録分析

す。茎がくねくねしているのでつるが
支柱に巻き付いて茎を支えます。 ○ 友だちの発表を聞いて分かり

にくいところは質問したり，ま

ナスは，葉の裏の模様が太い紫色です。 た，言葉で説明しにくいところ
花も茎も紫です。葉も紫に見えることがあ は実際の野菜を見せながら説明
ります。この紫は濃くなったり薄くなった
りします。 したりするようにする。

※ 友達の発表を聞いて，自分の
３．それぞれの野菜についてまとめる。 気付きと似ているところや違っ

ているところに気付き，自分や
野菜にも花が咲いて，その後に実がなるこ 友だちの気付きのよさに気付く
とが分かったよ。葉っぱの形はギザギザな ことができる。

【 】のが多いけどピーマンやナスやトウモロコ 発言・記録分析
。 。シは違うね 毛があるのとないのもあるね

※ 学習を振り返り，これからの
継続的なお世話の中でもっとも

トウモロコシやキュウリにはオバナとメバ っと新しい発見をしていきたい
。ナがあるんだね。どっちもメバナにしか実は という意欲をもつことができる

【 】ならないんだね。 発言分析


